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社会福祉法人を取り巻く環境は、厳しくなっており

ますが、特に近年、福祉の仕事に就職を希望する人が

少なくなってきています。これは、福祉の現場の仕事

が厳しく、賃金が安いなど負のイメージが多いように

感じます。しかし、今、各社会福祉法人においても、

働きがいがあり、かつ働きやすい魅力ある職場づくり

を目指していますし、国においても各種の処遇改善加

算により、給与の改善が進められています。しっかり

と社会福祉事業の魅力を広く発信していかなければな

らないと思います。社会福祉事業は、まさに人のため

に行う事業であります。そのためには、働く職員も利

用者も当法人と関係を持つ方すべての皆さまが、理想

的な生活の目的に向かって、進んでいけるように経営

をしていかなければならないと感じております。 
では、なぜ人は働くのか、稲盛和夫さんの本の中に

次の言葉が書かれていました。 
 

人の幸せ 

  １つは人にほめられること。 

  ２つは人に必要とされること。 

  ３つは人の役にたつこと。 

  ４つは人に愛されること。 
 
 これらの４つの幸せは、働くことにおいて得ること

以外不可能なのです。 
働く喜びは、この世に生きる最上の喜びであり、人生

を充実させていくために必要不可欠なことは「勤勉」

です。すなわち懸命に働くことまじめに一生懸命に仕

事に打ち込むこと。そのような勤勉を通じて人間は、

精神的な豊かさや人格的な深みも獲得していくので

す。 

仕事一筋では味気ない、人生には趣味や娯楽も必要と

いう反論が返ってくるが、趣味や遊びの楽しさとは、
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社会福祉法人信和会 理事長 栗 原  信 

仕事の充実があってこそ味わえるもので、仕事をおろ

そかにして趣味や遊びの世界に喜びを見出したとし

ても、一時的には、楽しいかもしれませんが、決して、

心からわき上がるような喜びを味わうことはできな

いのです。 

もちろん、仕事における喜びというのは、飴玉のよう

に口にいれたらすぐに甘いといった単純なものでは

ありません。労働は苦い根と甘い果実をもっていると

いう格言のとおり、それは、仕事の苦しさやつらさの

中からにじみ出してくるもの。仕事の楽しさは苦しさ

を超えたところにひそんでいるものです。人の営みの

うち最上の喜びを与えてくれる労働において充実感

が得られないかぎり、他の何かで喜びを得たとしても

物足りなさしか残らないはずです。 

福祉の現場は、職として決して楽しいことばかりで

はありませんが、人のために行動をし、喜んでいただ

けるという点では、直接に反応が返ってきます。人の

ために行動を起こすことは、その人のことを理解する

ということであり、それは、自分自身を知ることであ

り、私たちの人間としての基礎をつくり、人格を磨い

ていく位置づけであると思います。 

福祉という仕事はそういう仕事ではないかと考えま

す。 

ぜひ、多くの皆さまが福祉へ関心をもち福祉の現場へ

参加していただければと思います。 

 今年度も各事業所とも計画を定め目標に向かって

進んでまいりますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

『新たな年度を迎え』
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理事会・評議員会報告 

開 催 日 ： 平成３１年３月２３日（土） 
開 催 場 所 ： 穴山の杜 会議室 

審 議 事 項 ： 第１号議案 ２０１８年度補正予算（案）について 

       第２号議案 ２０１９年度事業計画（案）について 

       第３号議案 ２０１９年度予算（案）について 

       第４号議案 諸規定の変更について

社会福祉法人 信和会 法人本部 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail: honbu@sip-shinwakai.jp 

平成３０年度第３回目の理事・評議員会が開催されました。 
今回は次年度の事業に関する事項並びに予算案について各事業所より提案し、審議して頂きご承認を得ることが

出来ました。 
特記すべき事項として、既に承認を頂いております新規事業については、本年度竣工をめざし近々着工いたし

ます。また、職員の働き方改革に伴い就業規則と給与規定の一部改正を行いました。今年度は役員改選の時期で

はありませんが、選出事由として長年韮崎高校の校長先生に評議員をお願い致しております。この度、谷戸校長

先生の退職に伴い新年度新たに着任されました校長先生に評議員として依頼致します。 
 本年度も益々のご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

辞令交付式 

◎４月１日 ２０１９年度新たに採用されました職員の採用

辞令と各事業所主任・リーダーに昇格した職員への任命辞令

が交付されました。 
『誓いの言葉』のなかに＜利用者様が安らぎの生活を送って

頂くために今の私達がいる事を常に忘れず基本理念でもあ

る「接遇・感謝・向上」の三つを極め、より良い生活を提供

できるように努力します＞という言葉がありました。 

各施設の職員の皆さんは初心を忘れず頑張ってください。 

勤 続 表 彰 

◎４月１日 辞令交付式と共に永年勤続された職員の皆

さんの勤続表彰を行いました。 
 
３０年勤続 野澤佐知子（短期入所生活介護事業所） 
１０年勤続 伊藤みゆき 成島 綾 千葉一樹 

       小野馨子（以上穴山の杜） 
       秋山由加（共同生活事業所） 
 
おめでとう御座います。益々のご活躍を祈念致します 
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２月１７日、地域交流とバレンタインデ 

ーを兼ねて「長坂さんちのおやつ」の長坂 

様と協力して女性の皆さんでお菓子作りを 

行ないました。生地を混ぜて焼いてできた 

お菓子に生クリームを飾り付けたり、男性 

にメッセージカードを書いたりと笑顔で楽 

しく行うことができました。 

また調理の際、卵を綺麗に割る姿から、高い女子力の片

鱗を垣間見ることもできて、とても良い機会になりました。

  
 
２月２日、季節行事である節分の豆まきを行いました。

「節分」の由来説明の後、利用者様と職員とが鬼に扮して

登場すると、皆さん一斉に元気よく豆を投げつけ、鬼と邪

気を追い払う事ができました。  また、ペットボトルに

鬼の仮面をつけてペットボトルボーリングも行い、皆さん

上手に“鬼ボトル”を倒す事ができました。最後は、切り

山椒や節分豆を食べて今年も皆で元気に楽しみました。 

今年度は３０年間に及んだ“平成”から“令和”の時代へと変わる節目の年でもあり

ます。この節目の年にふさわしく、当施設の施設長として新たに岩波輝明氏をお迎えす

ることとなりました。 
思えば昭和６１年に開設した穴山の里は平和な平成の時代と共に過ごしてまいりまし

たが、令和の時代も変わらず平和で、利用者の皆様が健康で和やかに過ごされるよう、

また地域の方々にも益々愛される施設となれるよう、新施設長と共に職員一丸となって

信和会基本理念『接遇・感謝・向上』を胸に努めてまいります。 

サービス管理責任者 小林 惠美香 
 
今年はサービス管理責任者を拝命し２年目となります。私は、穴山の里で生活支援員として働く８年の中で管理業務に興

味を持ち勉強を始め、資格を取得させていただきました。 

個別支援計画の作成を行う際には、利用者様の希望や目標達成に対してどのような支援が必要なのかを、支援員や看護師、

栄養士など他職種とも話し合いを重ねています。「気づき」や「想像力」を大切にし、穴山の里の基本理念にもあるように、

『利用者様があって私たちの生活が成り立っていること』を忘れずに精進していきたいと思います。 

岩波新施設長をお迎えし、昨年度よりもさらに利用者様一人ひとりに適した支援を見つけ、心が休まる場所の提供を 

職員一同で目指してまいります。 

『強度行動障害』とは激しい自傷や他害、激しい拘り、器物破損等、周囲の人の生活に影響を及ぼす行動が、高い頻度で

発生するため特別な支援を要する状態のことで、当施設では３４名がその対象であるため、平成３０年度から重点的に支援

に取り組んでいます。今年度は特集コラムとして全４回にわたり掲載予定です。 
問題行動の多くは“コミュニケーションの役割”をもつと言われています。言葉で訴える事ができない利用者さんは「嫌

なこと」や「してほしいこと」の“意思表示”として、言葉の代わりに他害・自傷などの問題行動をしてしまいます。 
障害は一人ひとり異なるため障がい特性を理解しどんな支援をすれば良いか、職員が誰でも同じ支援ができるように会議

で支援方法を検討し手順書を作成し、専門的研修を受講した職員によって支援を行っています。  ≪文責：杉谷 太≫ 
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ふれあい班の屋内活動では、若い利

用者様は数を数える練習や色分け、

形のマッチング等の活動を行ってい

ます。 
また、できることが多い利用者様は

就労・地域移行を目指し、今までの

リサイクル活動の他に、ペンの組み

立てや解体作業、袋詰めの練習を行

っています。他にも好きな折り紙や

ちぎり紙で職員と一緒に作品作りも

行っています。 
屋外活動では、気分転換も兼ねて穴

山町内をウォーキングしたり、ウサ

ギの世話や敷地内清掃活動も行って

います。 

 
 
２月２１日 利用者様の外出支援の

一環として書道クラブで外出に行っ

てきました。当日は快晴で外出にはと

ても良い環境でした。フルーツ公園

（山梨市）では富士山や盆地の景色が

はっきり見え、利用者様の中には「き

れいだね」と、感想を述べる方もいま

した。また昼食は、各自が食べたいも

のを選び、美味しそうに食べていまし

た。イオンモール甲府昭和では買い物

をし、どれも良い体験と思い出になり

ましたので、また企画をして行きたい

と思います。 

 
 

２月７日に毎年恒例の味噌作りを農業班中心に行いました。早朝５時半から前日洗って釜入れした大豆を焦がさぬよう

に、櫂（カイ）や大杓子で大豆の形が崩れないように注意して掻き回し、煮豆が舌で潰れるくらいまで煮ます。次に機械で

ミンチにして冷まし、煮汁で硬さを調整しながら米麹、麦麹、塩を入れ攪拌し、最後は約10 日間冷ましてから樽に重石を

して仕込みが完了します。利用者の皆様にも、煮豆を運んだりシャモジで切って冷やしたりと、楽しくお手伝いしていただ

きましたので、是非、里の美味しい『手前味噌』をお試しください。 

 
 
２月２８日 農業班で一緒に「不

老園（ふろうえん）」（甲府市）に 
行ってきました。 
当日は、雨が降っていて少し肌寒

かったのですが、良かったのは、こ

の季節でしか見られない梅の花が

殆ど散ることなく咲いていたのを

楽しめたことです。 
 
 
 
 
 
でも、利用者の皆様が特に楽しみ

にしていたのは、ラーメンを食べに

行くことだったようで、私を含め、

「花より団子」派が多数を占めてい

ました。普段施設で食べるのとはひ

と味違った風味を堪能した１日で

した。 

  
 
１月１４日 「どんど焼き」を行いました。

どんど焼きの開始に際し、代表の利用者様が

お塩とお神酒でお浄めをした後に、しめ縄や

竹松、人形・大神・中神 
様等の正月飾りを景気よ 
く燃やしました。 
最後の締めには温かい甘 
酒をみんなで味わい無病 
息災を祈念しました。 

里の手前味噌 

書道クラブ 農業班 

 ４月６日 甲府市内まで信玄公 

祭りの見学に行ってきました。 

会場で甲冑を着た武者を見た利用 

者様の顔からは笑顔が見られ、記念撮影では、武者から渡された刀を

恐る恐る握ってポーズをとり写真を撮っていただきました。 

また、人ごみ等への不安がありましたが、利用者様は落ち着いて見学

することができていました。 

３月３０日(土)に、利用者の皆様で平成最後の「年度末総会」を行いました。 
色々な意見を出し合いながらホワイトボードに重要事項を記載し、３０年度の目標は守れたか、

新たな年度の目標は何にするか等、真剣に話し合っていました。 
来年度に向けて気持ちも新たに、充実した生活を送れるように目標を胸に頑張ります。 
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元号も平成から令和に変わり、新たな時代に入り大きな変化を予感させます。時代はより一層少

子高齢化が進み、とりわけ高齢者対策は介護の問題を含め大きな社会問題となっています。高齢

化したら施設入所し晩年を過ごすことが出来ると思っていたところ、施設への入所も簡単ではな

く、やむを得ず自宅での生活となってしまいます。入居を申し込まれても、入居まで暫くお待ち

していただき大変心苦しく思っております。施設では入居された方々に「我が家での生活の継続

を」の考えから、職員が種々のアイデアを出して介護にあたっております。今年度もその考えを

一層推進し、入居者にとってより快適な晩年になっていただけるよう努力してまいります 

＜ 介護事故・拘束・虐待防止委員会 ＞           委員長 清水 照仁 
活動目的は「身体機能が低下した利用者の事故防止活動」、「利用者の人権、尊厳を擁護するため拘束、虐待ゼロ活動」

となります。また、今年度の活動目標としては「危険予測を踏まえ、事故率を下げる」、「精神的・身体的に拘束ゼロ

を見直す」の二点を目標として活動しています。介護事故防止については、介護サービス提供に不随して発生する事

故を未然に防止するため現状の分析、改善策等の検討を行い、発生した事故の対策を実施し、再発防止に努めていま

す。より質の高い介護サービスを提供するために多職種連携を行い、利用者の事故防止対応について定期的に検討を

実施し、組織全体で介護事故防止に取り組んでいます。拘束・虐待防止については、利用者の自由を制限し尊厳のあ

る生活を阻むものと捉え、安心出来る生活の場を提供することを最優先に考え、周知徹底に努めています。また委員

会主催の施設内研修を定期的に実施し、多くの職員に出席していただきました。 

介護職員  横森 将輝 
２月１０日に開催された山梨県老施協研究総会において、穴山の杜での介護体験の実践発表を行いました。 
発表テーマは「そんなにおこっちょし」と題して、介護の苦労話や改善の成果を発表しました。 
以下に取り組み前の状況について記します 
入居当時から、職員や他の入居者様に対して事あるごとに怒り、暴言・暴力、入浴や排泄などの介護拒否も日常的に

見られ、他者とのコミュニケーションが困難であった。昔から人付き合いが苦手な性格だったようだが、他者との良

好な関係性を築いて欲しいという職員の想いや「穏やかに過ごして欲しい」というご家族の意向があり、課題として

設定し、改善に向けて取り組むこととなった。 
①ユニットで「にやりほっと」の活動を展開し、ご本人の言動や行動のプラス面に積極的に関わり 
を持つようにした。また、食席については席のレイアウトを変え、相性の良い男性入居者様の隣 
に座っていただくようにした。②サービス担当者会議にて、ご家族にご本人の状況をお伝えし、 
ご家族の面会時にはとてもいい笑顔をされる為、出来るだけ面会の機会を多くして、関わる時間 
を増やしていただけるようお伝えし了承を得た。 
取り組みの結果と評価・・・他の入居者様の事を気にかけて世話を焼こうとされる姿や、食後に食器を運んで下さり

「ご馳走様」と笑顔でおっしゃる様子が見られる様になった。また、相性の良い男性入居者様と手を繋いで散歩に行

かれたり、ＣＤに合わせて一緒に歌を歌われるなど、他者との関わりが増えた。②定期受診に合わせて服薬内容の見

直しが行われた。興奮を鎮める薬が処方され、経過を観察しつつ量を調節した結果、怒り出す事や暴言・暴力がほと

んど見られなくなり、笑顔が増えた。 
考察・まとめ・今後の課題・・・昔からの性格によるものだからと諦めていた感があったが、ご本人のプラス面に目

を向けた事で、これまで気付かなかった暖かい一面が見られ、課題を改善する為の可能性を模索する良いきっかけと

なった。また、服薬に頼ることも課題解決の為の一つの手段として関係職種で検討し、取り入れる事は間違いではな

いという事を実感した。又、一つの課題でもそれを解決する為には、複数の視点を持って改善に取り組む事が重要で

あり、諦めずに時間をかけて実践する事で見えてくるものがある。 
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２月５日喫茶店(お茶会)が行われ、寒～い冬には温か～い

甘酒！という事で、酒粕香る甘酒とやわらかみたらし団

子をいただきました。気温や風邪予防の観点から、今回

は２階フロアと３階フロアそれぞれで実施しました。懐

かしソングのＢＧＭを口ずさむ方々、他ユニットの利用

者と会話をされる方と様々で、ユニットへ戻る利用者の

表情は明るいもので、心も身体もぽかぽかになりました。

２月７日 介護力向上委員会主催で、職員対象に“食品試食研修会”を実施し

ました。これは、利用者様が口にされる食べ物（トロミ・栄養補助食品・キザ

ミ）を職員が試食する事で、利用者様の感覚を少しでも理解する事を目的とし

て開催いたしました。トロミ剤で３段階のとろみをつけたお茶、栄養補助食品

(おかず系やデザート系)、刻んだ胡瓜を実際に食べてみて、感じた事をその場

で意見交換しました。中でも、細かく刻んだ胡瓜は我々でも飲み込みにくく、

濃度の違うトロミを付けた３種類のお茶はどれも飲みにくく正直美味しくな

かったです。また、食べる時の姿勢や口腔内の状況でも、咽込みや誤嚥に繋が

る危険性がある事を再認識いたしました。今回研修した事を日頃の支援に役立

て、今後も利用者様に安全・安心していただけるよう勉強していきます。 

３月１３日９９歳のお誕生日を迎えた輿石冨枝様の白寿の

お祝いをいたしました。施設長から花束を贈呈させていた

だき、ユニットで用意した大きなお祝いケーキをご覧にな

り、「ありがとう」と何度もおっしゃっていました。ご家族、

他利用者や職員に囲まれながら、大きくカットしたケーキ

を美味しそうにペロッと召し上がり、元気な姿を見せて下

さいました。これからも笑顔を見せて下さいね！おめでと

うございます！！ 

ＨＲＤサポート代表 樋口しのぶ 

皆さん、こんにちは！穴山の杜で人材育成のお手伝いをさせて頂いております、ＨＲＤサポートの樋

口と申します。 
平成２８年の秋からご縁を頂き、お邪魔しております。初めて穴山の杜を訪れた時のことを今でもハ

ッキリ覚えています。玄関を入った時に感じたものは「綺麗で清々しい！！」この一言でした。 私は、

公益財団法人介護労働安定センター山梨支部の人材育成コンサルタントとして、山梨県内の介護事業所

を年間８０件ほど訪れておりますが、 穴山の杜ほど整理整頓され、掃除も行き届いている施設は見たこ

とがありません。 第一印象の重要性は接遇マナー研修などでお伝えしていますが、人に限らず、法人・

施設においてもとても重要です。（ 第一印象は、視覚からの情報で５５％が決まってしまうのです！ ）
第一印象が良いというということは、期待感が高まることにも繋がります。私自身、「こんな綺麗に整っ

ている施設ならば職員の皆さんもきっとしっかりされているはず」と思いました。 
実際にまずはリーダーの皆さんの育成を１年半ほど担当いたしましたが、やはり当初から介護に対す

る想いや仕事 に対する意識レベルは高かったです。その意識を行動化できるよう、介護自体のテクニカ

ルスキル以外のコンセプチュアルスキル・ヒューマンスキルの向上をお手伝いさせて頂きました。リー

ダーの皆さんの成長度合いは、その後担当させて頂いている若手職員の方々と接する中で実感できてお

ります。若手職員の皆さんから「〇〇さんのようになりたい」という発言が多く聞かれます。目標とさ

れるリーダーに成長されていることがわかり、とても頼もしいと感じております。現在、担当させて頂

いている皆さんがまた次の世代からそのような目標になっていただけるよう、これからも精一杯サポー

トさせて頂きたいと思っておっております。 
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多機能型事業所  わ～く穴山の里 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866 
E-mail：work@sip-shinwakai.jp 

 

共同生活事業所（わ～く穴山の里内） 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866

４月よりＮさんが

わ～くの仲間いり

をいたしました。 
作業を先

輩と一緒

に頑張り

ます。

～新年度のご挨拶～                 サービス管理責任者 平賀 薫 
わ～く穴山の里、サ~ビス管理責任者の平賀です。日頃から皆様には当事業所の活動にご理解・ご協力いただきましてありが

とうございます。 
予てより長期目標として「生きる力を身につける」をテーマに掲げ、作業の中で挨拶・相談・身だしなみの力を身につけ親

亡き後も地域で生活し続ける事を目標にした取り組みを進めております。利用者様に関わる人が目的や根拠を明確に持った支

援を展開しているところです。その中で感じることは、地域の方が障がいを持つ方の事を私たちが思っているよりも「知らな

い」「興味がない」ということです。以前見学に来ていただいた方に「障がい者に仕事をさせるなんてかわいそう」とご意見を

いただき衝撃を受けたことがあります。わ~くに出勤して仕事をしてお給料をもらい、好きなことに使うという目標を持ち、

いきいきと仕事や活動に取り組んでいる（私達と同じですね）利用者様の姿を地域で生活している多くの方に見ていただきた

いです。そのために、地域の皆様と繋がりの持てる機会をいかに作るか、どうしたら興味を持っていただけるのかを日々の課

題にしています。壁がある、入りにくいと捉えられがちな障害サービス事業所ですが、大きく扉を開いてお待ちしております

ので、お気軽にお越しください。 

３月３０日 韮崎東中学校吹奏

楽部の皆さんに来ていただきま

した。生演奏に合わせて歌った

り、踊ったりしました。また、

地域の皆様もお誘いし、暖かい

コンサートになりました♪ 

ご 挨 拶                    サービス管理責任者  秋山 由加 
皆様には、日頃より共同生活事業所の活動につきましてご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。この場をお借り

いたしまして御礼申し上げます。さて、信和会にお世話になり早１０年、昨年末わ～く穴山の里から共同生活事業所への異動

に伴いサービス管理責任者として現在に至っています。 
グループホームは、障害のある方が地域の中で共同生活を営む形態をとり、そこに生活する利用者様一人ひとりが自らの意

志や自己決定に基づいて主体的な生活を送れるように日々支援を行っています。しかし、利用者様の高齢化に伴い介護保険サ

ービスを含めたより良い生活環境の構築を図っていかなければならない状況になってきているのが現状です。そこで、今後は

地域にある社会資源の活用や、各関係機関との連携が必要不可欠であり、そこに暮らす利用者様の「自分らしい生活」の実現

に向けて、課題の共有化とともに課題解決に向けての取り組みを図っていきたいと思います。 

３月２１日 県立美術館に作品の

見学「ここにあったよー」と職員

の手を引っ張り自分の作品を見つ

けては教えてくれました。 

画法は＜スクラッチ＞思いの

ままに描きました。 
作品と一緒にパチリ  

３月９日・１６日２班に分かれてサーカスを楽し

んできました。利用者さんの歓声は会場中に響き

渡り、驚きと感動をたくさんもらってきました。
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穴山の杜  短期入所生活介護事業所 
〒407－0263  韮崎市穴山町4410-3 
℡：0551-25-0800 

 

 
 
 
       
                 

恒例の豆まきをし 
ました。昼はかしわ 

       御飯と鰯の煮付け、

おやつは切山椒と甘

酒をいただきまし

た。 

 

 

 

３月２２日たこ焼き作りをし

ました。初めて挑戦する利用者様

も竹串の返しに奮闘していまし

た。施設中に香りが充満し、あつ

あつで好評でした！！ 

１月１５日小正月に繭玉作

りをしました。赤・黄・緑など

鮮やかな団子を枝に飾りつけ、

今年の豊作を祈願しました。 

色紙と厚紙を活用して桜の貼り絵を

作成しました。施設前のフェンス展示 
スペースに飾ってあります。ぜひご覧

ください。

 

『 栄養士として新たな気持ちで 』 

過去に老健や有料老人ホームなどを経験し、穴山の杜短期に勤務して３年が経ちました。栄養士になって２５年になり

ますが、当時に比べると、利用者様の年齢層や疾患、嗜好など食に対するニーズが広がったと実感します。 
今回私にとって新規の施設勤務は２度目の挑戦となりましたが、初回は新卒だったため何も解らず、委託業者や先輩に

助けてもらうばかりで、気持ちに余裕など全くありませんでした。そんな苦い思い出や苦労を懐かしむ中で、真新しい建

物・仲間・厨房で一から作り上げて行く機会に巡り合えたことは、幸せとともに身が引き締まる思いでした。 
 最初は利用人数も少なく、職員の連携も上手くいきませんでしたが、今では勤務して良かったと思うことがあります。

一つ目は、食事提供についてです。木の温もりを感じるホールとテーブルで、陶器や適温で目の前での盛り付け、施設を

感じさせない家庭的な雰囲気です。それと同時に一人一人の利用者様の喫食状態を常に間近に見ることができ、変化に気

付いたりお声掛けができるなど給食向上に繋がります。２つ目は限られた職員数の中で、職種に捉われず多岐に渡り携わ

っているチーム力の良さです。栄養士は１人業務なので孤独ですが、何度も他職種に励まされ救われました。 
これからも初心を忘れずに、今以上に進んで業務に携われるよう広い視野を持っていきたいと思います。そしてその努

力が利用者様の安心した楽しい施設生活に繋がっていくことと信じて、一生懸命頑張っていきたいと思います。 

栄養士   広瀬  智子

施設前の道路の桜も満開となり、桃の花芽も色付き始めた今日４月１日、施設は４年目を迎えま

した。祝い御膳の海鮮ちらしを食べながらお祝いをし、『美味しい！大好物だよ！』とみんな笑顔。

おやつには抹茶を点て和菓子をいただきました。新年号『令和』の発表もあり、終始お祝いムード

でした。 
 

 



～ご寄付を頂きました～（敬称略） 

ありがとうございました。感謝いたします。 

古内保明・藤田 元・川崎武志・橘田禮子・柴田正雄・ 

木島廣子・ 

☆教育実習（敬称略） 

◎大原簿記情報ビジネス医療福祉保育専門学校 

 伊部圭亮 

◎帝京学園短期大学 
北原 駿 ・ 横森彩実佳 

 

☆施設見学（敬称略） 

◎社会福祉法人 上伊那福祉協会 

◎北杜高校２年生（３４名） 
◎清水雅美 （清水屋旅館） 
◎福山隆久 （（福）恵優会） 
◎安里高祐 （ＮＰＯ法人河原部社） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
今年も新卒職員を迎えることができました。フレッシュな職員の初心の思いをご紹介いたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成３０年１２月１６日から平成３１年３月１５日） 

～ご協力を頂きました～（敬称略） 

☆ボランティア 

阿部光雄（歌謡）・島津泰子・長坂泰子・島津公子・ 

細窪房美・嶋津良子・森岡節子・西山千代子・堀井敬子 

（歌謡協力）・田中康子（絵画指導）・足立悦子(ピアノ演

奏)・千野公洋（太鼓）・飯野祐子（習字講師）・韮崎スポ

ーツクラブ・韮崎市立東中学校吹奏楽部 

（平成３０年１２月１６日から平成３１年３月１５日）

感 謝 録 訪 問 録 
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特 集 
穴山の里：生活支援員   網倉真由 （北杜高校） 穴山の杜：介 護 員   福島みゆき（北杜高校）

高校を卒業し社会人一年目で不安で

いっぱいです。私は研修を通してこれ

からの目標を立てました。まず、大き

な目標として立派な介護士になるこ

とです。研修で先輩方の技術の素晴ら

しさに感動したのと、自分の力不足を

とても感じました。それと同時に自分

も先輩方のようになりたいと強く思

ったのです。まずは受験資格ができる

三年間のあいだに色々な経験を積み 
一発合格を目指します。 
 そのための第一弾として、コミュニケーションとつなが

りを大切にすることを決めました。日常の挨拶、利用者様

との会話、これから出会う全ての人とのつながりを大切に

したいと思います。常に前向きに取り組むこと。これから

先、辛いことにぶつかるかもしれません。、それは成長す

るステップだと思い、自分だけで悩まず常に前を向き頑張

ります。 知識も技術もまだまだですが、たくさん学んで

早く戦力となれるよう頑張ります。これからもよろしくお

願い致します。 

今、私に出来ることは何か？ 
先日まで北杜高校総合学科（福祉健

康系列）で介護についての学習及び

実習を学んで来ました。福祉の仕事

についての概略は理解していたつ

もりでしたが、いざ研修を通して感

じた事は今まで学習してきた事は

基礎的学習であり、本当に難しい物

である事を実感することが出来ま

した。 
 これから穴山の里で勤務するにあたり、利用者様の

気持ちに寄り添って安全で快適な生活を送れるように

したいと思っています。その為には、先輩職員の方々の

行動を見習い、学生時代に学んだことも活かして仕事に

取り組んで行きたいです。私のモットーである“笑顔”

を大切にし、体調管理を心掛け支援の知識・技術を一つ

でも多く覚え、自身のものにして行きます。チームの一

員として精一杯頑張りますので宜しくお願い致します。


